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IODP341次航海アラスカ湾U1418コア堆積物中の珪藻化石分析
Diatom analysis of IODP Exp.341 Site U1418 in the Gulf of Alaska
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アラスカ南方陸棚から外洋域において、2013年 5月末から 7月末にかけて IODP第 341次航海が実施された（Expedition
341 Scientists, 2014；須藤ほか，2014）。掘削海域であるアラスカ湾周辺域はプレートの沈み込み帯にあり、活発な造山運
動や北米氷床の存在で良く知られている地域である。海底地形は造山活動や氷河作用によって大きな影響を受けており
（Carlson et al., 1982; Elmore et al., 2013）、多量の陸上堆積物や、陸水や融氷水を起源とする淡水などにより栄養塩が供給
されている。そのため、珪質・炭酸塩殻を持つ植物・動物プランクトンが多く生息し、アラスカ湾の豊かな生態系を支
えている。これまでアラスカ湾沿岸域におけるピストンコアで得られた海底堆積物試料を用いた研究は、研究対象域に
おける堆積速度が極めて速かったため、最終氷期以降のものに留まっていた（Jaeger et al., 2008；Davies et al., 2011）。
本研究で使用する U1418コアは船上の微化石及び古地磁気データから約 1 Maまで堆積している事が明らかになって

おり、珪藻化石分析を始めている。本発表では、U1418コアの船上データと下船後に分析したデータを報告する。
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